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能登の寒鰤
ブリ

を味わおう！

冬の味覚の代名詞といえば「寒ブリ」。ブリはスズキ目アジ科ブリ属の魚です。温帯域の回遊
魚で、秋から冬にかけて日本列島を南下します。ブリは出世魚の代表とされており、宇出津

では、10㎝前後を「つばいそ」、20㎝までを「こづくら」、40㎝までを「ふくらぎ」、80㎝まで
を「がんど」、それ以上を「ブリ」と呼んでいます。昔から「10㎏以上でなければ能登ブリとは
呼ばない」といわれ、大型のブリは脂がのって格別の味がします。
　能登町では、12月から 1月にかけて「能登の寒ぶりまつり」を実施しており、町内の宿泊施設
や料理店で定食や会席など能登ブリにこだわった料理が味わえるイベントを実施しています。

水揚げされる「ブリ」。まとまっ
た数のブリが水揚げされると魚
市場は活気に満ちあふれる
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
国
か
ら
与
え
ら
れ
た
夢
、
町
村
合
併
を
い
た
し

ま
し
た
。
今
年
は
、
自
分
た
ち
で
創
っ
た
夢
を
実
現
す
る
年

に
し
た
い
も
の
で
す
。
新
生
能
登
町
に
は
多
く
の
課
題
が
山

積
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
一
番
重
要
と
考
え
ら
れ
る
問
題

は
人
口
の
減
少
で
す
。若
者
が
定
住
し
な
く
て
流
出
が
続
き
、

そ
の
う
え
少
子
化
が
進
む
、
こ
れ
が
人
口
減
少
の
最
大
の
要

因
で
あ
り
ま
す
。
若
者
が
定
住
し
な
い
原
因
は
諸
々
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
要
因
は
仕
事
が
な
い
、
ま
た
若
者
が
求
め
て
い

る
環
境
施
設
な
ど
の
不
足
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
若
い

夫
婦
の
少
子
化
思
想
が
あ
る
の
か
な
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
解
決
策
は
あ
る
の
か
な
い
の
か
。
わ
た
し
は
解

決
策
は
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
日
本
全
国
の
町
村
を
み
る

と
町
村
を
活
性
化
し
、
産
業
を
興
し
て
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
て
い
る
例
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
卓
越
し
た
指
導
者

に
よ
る
も
の
、
ま
た
住
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
意
欲
的

に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
代
表
さ
れ
る
例
は
全
国
に
あ

り
ま
す
。

　

新
生
能
登
町
に
も
新
し
い
文
化
「
産
業
」
も
芽
生
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
を
全
町
民
の
力
で
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
育
て

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

知
恵
と
努
力
は
人
間
に
与
え
ら
れ
た
最
高
の
喜
び
だ
と
思

い
ま
す
。

　

わ
た
し
の
座
右
の
銘
は
「
堂
々
と
」
で
す
。
新
年
は
堂
々

と
町
勢
発
展
を
目
指
し
、
産
業
の
開
拓
に
町
民
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
努
力
す
る
事
を
お
誓
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
民
各
位
の
ご
健
康
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
十
八
年
元
旦

情
報
格
差
の
是
正
を
図
る
こ
と
と
、
県
内
唯
一
の
海
洋
深
層

水
の
商
品
開
発
な
ど
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」に
も
力
を
注
ぎ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

能
登
町
が
持
つ
豊
か
な
財
産
は
、
全
国
に
誇
れ
る
も
の
が

あ
り
、
具
体
的
に
は
、
新
鮮
な
魚
、
海
洋
深
層
水
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
、
縄
文
真
脇
遺
跡
、
九
十
九
湾
、
あ
ば
れ
祭
り
、
ご

ざ
れ
祭
り
、能
登
杜
氏
な
ど
数
え
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
事
情
で
あ
り
ま
す
が
、
地
域
住

民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
「
行
財
政
基
盤
の
確
立
」
と
豊

か
な
財
産
の
活
用
を
積
極
的
に
行
い
、「
能
登
町
の
未
来
の

礎
い
し
ず
え

を
築
く
」
年
と
な
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で

あ
り
ま
す
。

　

本
年
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
健
や
か
で
、
明
る

い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　　

平
成
十
八
年
元
旦

　

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

能
登
町
に
な
っ
て
の
初
め
て
の
新
年
を
皆
さ
ん
と
と
も
に

迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
３
月
に
能
登
町
が
誕
生
し
て
か
ら
10
カ
月
が
過
ぎ
ま

し
た
。
こ
の
間
、
町
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の

ご
協
力
に
よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
町
政
運
営
が
出
来
ま
し
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
新
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
奥
能

登
に
ひ
と
・
く
ら
し
が
輝
く
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」
づ
く
り
を

着
実
に
進
め
て
行
く
た
め
に
、
一
刻
も
早
く
能
登
町
の
一
体

性
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
第
一
歩

と
し
て
、
昨
年
は
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
た
く
さ
ん
お
聞
き

し
、
町
の
計
画
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
の
想
い
か
ら
、「
能

登
町
の
未
来
を
語
る
会
」
を
開
催
し
、
多
く
の
方
々
か
ら
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
ご
意
見
を
「
能
登
町
総
合

計
画
」
の
策
定
に
活
か
し
、
今
後
の
町
政
の
運
営
に
役
立
て

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
最
重
点
課
題
と
し
て
、
17
年
度
に
引
き
続

き
有
線
テ
レ
ビ
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
各
地
区
の
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第４回

定例会

議
会

２
０
０
６
年
あ
な
た
の
目
標
は
。

一
般
会
計
で

　
　

1
億
１
６
２
５
万
８
千
円
追
加

　

第
４
回
能
登
町
議
会
定
例
会
は
、
12
月

13
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
会
期
を
19
日

ま
で
の
7
日
間
と
し
、
一
般
会
計
補
正
予

算
や
「
指
定
管
理
者
制
度
」
導
入
に
伴
う

条
例
改
正
案
な
ど
町
長
提
出
議
案
23
件
が

上
程
さ
れ
ま
し
た
。
19
日
の
採
決
で
は
、

第
3
回
定
例
会
か
ら
の
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
た
平
成
16
年
度
の
決
算
認
定
41
件
を

承
認
し
、
町
長
提
出
議
案
23
件
は
原
案
の

と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
請
願
1

件
、
陳
情
2
件
が
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◆可決された町長提出議案
○平成 17 年度能登町一般会計補正予算（第３号）
　歳入歳出それぞれ 1億 1,625 万 8千円を追加し、総額を　
　166 億 1,088 万 1千円とする
○平成 17 年度能登町有線放送事業特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ 4,465 万 5千円を減額し、総額を 3億　
　6,001 万 6千円とする
○平成 17 年度能登町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　保険事業勘定の歳入歳出それぞれ5,184万 1千円を追加し、
　総額を 26億 2,736 万 1千円とする
○平成 17 年度能登町介護保険特別会計補正予算（第２号）
　保険事業勘定の歳入歳出それぞれ 590 万 8 千円を追加し、
　総額を 22億 6,182 万 3千円とする
○平成 17 年度能登町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ 2,417 万 7 千円を減額し、総額を 12 億
　2,123 万 8千円とする
○平成 17年度能登町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
　歳入歳出それぞれ 3,206 万 7千円を追加し、総額を 5億　
　7,695 万 7千円とする
○平成 17年度能登町浄化槽整備推進事業特別会計補正予算（第１号）
　歳入歳出それぞれ 395 万 2千円を追加し、総額を 3,673 万
　2千円とする
○平成 17 年度能登町水道事業会計補正予算（第３号）
○平成 17 年度能登町病院事業会計補正予算（第２号）
○能登町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例について
○能登町情報ネットワークセンター条例の一部を改正する条
　例について
　小木地区の有線テレビ業務開始にむけて区域や料金などを
　定める

○能登町地区集会所等条例の一部を改正する条例について
　宮犬地区生活改善センターを条例に追加する
○職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例について
　石川県、富山県、福井県の出張における日当を廃止する
○能登町水道事業給水条例の一部を改正する条例について
　時長地区を上水道給水区域に含める
○公の施設に係る指定管理者制度の導入等に伴う関係条例の
　整備に関する条例について
　該当となる町有施設を規定する条例30件について一括して
　改正
○証明書等の交付に係る事務の委託に関する規約の変更について
○石川県市町村職員退職手当組合規約の変更について
○石川県町村議会議員公務災害補償組合規約の変更について
○石川県市町村消防団員等公務災害補償等組合規約の変更に
　ついて
○石川県市町村消防賞じゅつ金組合規約の変更について
○奥能登広域圏事務組合を組織する地方公共団体の数の増減　
　（廃置分合）に伴う奥能登広域圏事務組合規約の変更について
○のと鉄道運営助成基金事務組合を組織する地方公共団体の
　数の増減（廃置分合）について
○「能登町公共下水道根幹的施設の建設工事委託に関する協
　定の締結について」の議決の一部変更について
◆可決された議会提出議案
○高金利引き下げに関する意見書の提出について
○非核・平和能登町宣言の決議について
○地産地消自治体宣言の決議について

指定管理者制度とは･･
　地方自治法の改正により、これ
までは町や町が 2分の 1以上出資
する法人に限定されていた公の施
設の管理方法を平成 18 年 9月ま
でに「指定管理者制度」に変更す
ることになりました。
　これにより、町が直接管理する
方法以外は、議会の議決を経て民
間会社を含む「指定管理者」から
選定することになります。今回町
では該当となる町有施設を規定す
る条例 30 件について一括して改
正を行いました。

　

請
願
と
陳
情
の
採
択
を
受
け
て
、
地
産

地
消
自
治
体
宣
言
の
決
議
な
ど
議
会
提
出

議
案
3
件
が
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
採
択
さ
れ
た
請
願

○
高
金
利
引
き
下
げ
に
関
す
る
請
願

◆
採
択
さ
れ
た
陳
情

○
「
非
核
・
平
和
能
登
町
宣
言
」
採
択
の

　

陳
情

○
地
域
農
林
水
産
業
活
性
化
を
図
る
た
め

　

の
「
地
産
地
消
自
治
体
宣
言
」
を
求
め

　

る
陳
情

4
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農
村
の
守
護
霊
・
田
の
神
様

　

奥
能
登
の
農
村
で
信
仰
さ
れ
て
い
る
田

の
神
様
は
、
稲
作
だ
け
で
な
く
、
夫
婦
の

神
、
山
の
神
、
家
の
神
を
習
合
し
て
お
り
、

ま
た
畑
作
も
守
っ
て
い
る
。
ま
た
、
田
の

神
様
は
夫
婦
で
、「
昼
夜
の
別
な
く
泥
田

の
中
で
田
を
守
り
続
け
、
疲
れ
の
た
め
に

失
明
し
た
」
と
も
「
稲
穂
で
目
を
傷
つ
け

ら
れ
て
片
目
に
な
っ
た
」
と
も
い
わ
れ
、

目
が
不
自
由
だ
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

暮
れ
の
ア
エ
ノ
コ
ト･･･

12
月
5
日

　

奥
能
登
の
農
家
で
は
、
12
月
5
日
に
田

の
神
様
を
田
ん
ぼ
か
ら
家
へ
迎
え
、
ご
ち

そ
う
で
も
て
な
す
祭
り
「
田
の
神
迎
え
」

の
神
事
が
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
ア
エ
ノ
コ

ト
は
、
農
耕
に
従
事
し
て
き
た
国
民
の
基

礎
的
生
活
の
特
色
を
典
型
的
に
示
す
事
例

と
し
て
昭
和
51
年
に
国
の
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　

ア
エ
ノ
コ
ト
の
「
ア
エ
」
は
饗

き
ょ
う
お
う応

（
ご
ち

そ
う

を
し
て
も

て
な
す

）
を
意
味
し
、「
コ
ト
」
は
「
事こ

と

」

と
も
書
か
れ
、家
庭
の
祭
り
を
意
味
す
る
。

古
く
か
ら
各
家
庭
に
伝
わ
る
祭
事
の
た
め

形
式
は
一
定
し
て
お
ら
ず
、
ゴ
テ
（
世
帯

主
）
の
采
配
で
神
事
が
行
わ
れ
る
。
一
般

的
に
は
、
正
装
し
た
主
人
が
、
目
の
不
自

由
な
夫
婦
神
の
田
の
神
様
の
手
を
取
り
、

入
浴
を
す
す
め
、
座
敷
に
案
内
し
、
ご
ち

そ
う
を
一
品
一
品
説
明
す
る
。

　

座
敷
で
は
、種た

ね
も
み籾

俵
が
大
黒
積
み
さ
れ
、

御
膳
が
2
膳
用
意
さ
れ
る
。
御
膳
は
ハ
チ

メ
か
鯛
の
お
頭
付
き
で
、
煮
し
め
、
赤
飯
、

甘
酒
を
添
え
る
。
赤
飯
と
甘
酒
は
田
の
神

様
の
大
好
物
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

田
の
神
様
を
家
に
迎
え
た
主
人
は
、「
田

の
神
様
ど
う
ぞ
お
風
呂
が
沸
き
ま
し
た
か

ら
お
入
り
く
だ
さ
い
」
と
風
呂
へ
案
内
す

る
。
し
ば
ら
く
し
て
「
ど
う
ぞ
ご
ち
そ
う

を
用
意
し
て
あ
り
ま
す
か
ら
お
あ
が
り
く

だ
さ
い
」
と
風
呂
場
か
ら
御
膳
の
所
へ
案

内
す
る
。
こ
の
日
か
ら
2
月
9
日
ま
で
、

田
の
神
様
は
家
の
中
で
家
族
と
過
ご
し
寒

い
冬
を
越
す
。

春
の
ア
エ
ノ
コ
ト･･･

2
月
9
日

　

2
月
9
日
の
「
田
の
神
送
り
」
の
神
事

は
、
迎
え
の
行
事
よ
り
簡
略
さ
れ
る
。
饗

応
し
鏡
餅
と
松
飾
り
、
清
め
た
鍬
を
持
っ

て
田
ん
ぼ
へ
行
く
。
田
ん
ぼ
で
は
鍬
を
3

回
打
っ
て
「
田
打
ち
」
初
め
を
す
る
。
鏡

餅
は
雑
煮
に
し
て
い
た
だ
く
。

伝
承
し
て
い
き
た
い
奥
能
登
の
魂

　

豊
作
を
祈
る
祈
念
祭
と
し
て
の
春
の
ア

エ
ノ
コ
ト
。
収
穫
を
祝
う
新に

い
な
め嘗

祭
と
し
て

の
暮
れ
の
ア
エ
ノ
コ
ト
。
神
に
感
謝
し
、

神
を
も
て
な
す
気
持
ち
の
強
い
奥
能
登
だ

け
に
伝
わ
る
こ
の
「
ア
エ
ノ
コ
ト
」
神
事

は
奥
能
登
の
大
切
な
宝
物
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
過
疎
化
、
農
業
の
近
代
化
の
中
で
後

継
者
は
減
っ
て
い
る
が
、
伝
え
残
し
て
い

き
た
い
大
切
な
伝
統
行
事
で
あ
る
。

「お迎えにあがりました」
鍬を 3回打って、田んぼから田の神様を迎える

「ごゆっくりお召し上がりください」
夫婦神である田の神様を御膳に近づけ饗応する

「おそまつなお風呂でございました」
田の神様の入浴のあと、御膳の場所に案内する

「赤飯がございます。刺身はブリでございます」
目の不自由な田の神様に一品一品説明をする

※アエノコトは行う家によってそれぞれ違っています。
　写真は 12月 5日に植物公園内の合鹿庵で行われたアエノコト神事の模様です。【執行者：田中  登さん（小間生）】

6

田
の
神
様
の
お
か
げ
で
本
年
も
豊
作
で
し
た

ど
う
ぞ
ご
ゆ
っ
く
り
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
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 3連載 能 登 総 合 計 画 策 定 中町

　能登町では現在、計画期間を 10 年間とする「能登町総合計画」の策定に向
けて取り組んでいます。
　計画づくりに町民のみなさんのアイデアを活かすため、７月から 10 月にか
けて、町内 16 カ所の会場で「能登町の未来を語る会」を開催し、554 人の方
が参加されました。各会場では、能登町の今後のまちづくりに関するアイデ
アや各地域の問題点などについて町長と語り合い、町民のみなさんから延べ
377 件のご意見をいただきました。

審議会委員紹介③
紙谷靖博　
（能登町社会福祉協議会）
　能登町もご多分に漏れず少子高
齢化と過疎化が進んでいますが、
環境の恵まれたわが町の良さに気
づき安心して子どもを産み育てら

れ、高齢者の方々も楽しく安全な老後が送れるよ
うな町になればと思っています。
　住んで良かったといえるような町づくりに協力
ができるよう努めたいと考えております。

新出二三恵
（能登町婦人団体協議会）
　私たちの能登町は、著しく過疎
化をたどり、少子高齢化などの多
くの問題を抱えています。
　地域の人たちが何を求め、どの

ような地域にしたいのかを考え、実現できるよう
な運動をしていかなければなりません。そのため
にも私は、女性が安心して子育てでき、安定した
家庭を築けるような地域づくりを展開していきた
いと思います。

554 人から 377 件の提言

能登町の未来を語る会
　　　　　　　　　　　　を開催しました！

〈多くのご意見が寄せられた項目〉
項目 件数 主な内容

道路整備の推進 38 幹線道路網整備、道路舗装、安全対策、道路案内、道路管理
行政運営の効率化 35 行政サービス・職員の対応の向上、新庁舎建設、庁舎の利便性の向上
農林水産業の振興 26 第 1次産業の強化、地産地消、特産品開発、基盤整備
広報・公聴の充実 17 審議会などへの若手の登用、未来を語る会の継続開催、若者の参加
コミュニティ活動の推進 16 公民館活動の推進、公民館の運営（職員体制、休館日）
公共交通の充実 16 路線バス・スクールバスの利便性向上、広域公共交通網の充実
町土の保全 16 消波ブロック・防波堤などの維持管理、ダムの活用、災害復旧
廃校舎の活用 15 コミュニティ施設・スポーツ施設・宿泊施設などへの活用
財政運営の効率化 14 人件費の削減、就業の場としての職員数の確保
観光の振興 14 奥能登地域の連携、体験・滞在型観光の強化、農業・漁業との連携
新規産業の創出、産業連携の促進 13 企業誘致、起業支援、既存企業支援、海洋深層水の農漁業への活用
情報通信基盤の充実 12 有線テレビ番組の充実、情報通信網の活用
学校教育の充実 12 小中学校の統合、スクールバスの充実・通学支援
交流活動の推進 11 交流イベントの開催、交流人口の拡大
住民参画の推進 11 ボランティア活動の支援（道路維持管理、清掃活動、高齢者サポート）
高齢者福祉の向上 11 公共施設・公民館のバリアフリー化、高齢者サポートボランティア
防災・救急体制の強化 11 適正な避難場所指定、地震・火災情報の提供、防風ネットの整備
定住の促進 10 宅地造成、定年退職者の移住受け入れ、空家活用

※ご意見は「能登町まちづくり計画」の施策分類を参考に分類しています

※能登町の未来を語る会でお寄せいただいたご意見は、庁内の総合計画策定委員会で検討して総合計画に反映
　していきます。また、お問い合わせやご要望については、関係課で対応を検討していきます。

〈問い合わせ〉企画財政課

■開館時間　午前９時 15 分
               　　　～午後５時 30 分
　　　（10 月～３月は午後５時で閉館）
■休館日　月曜日
　　　　　第３日曜日
　　　　　年末年始 12/28 ～１/4
■住　所　宇出津タ -46-1
■問い合わせ　☎・℻ 62-1503

　

平
成
13
年
12
月
1
日
に
オ
ー
プ
ン
、「
ノ

ー
ム
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
こ
ど
も

み
ら
い
セ
ン
タ
ー
を
紹
介
す
る
よ
！
旧
こ
ば

と
保
育
所
が
生
ま
れ
変
わ
っ
て
誕
生
し
た
こ

の
施
設
。
児
童
館
と
し
て
小
さ
な
赤
ち
ゃ
ん

か
ら
、
小
中
高
校
生
、
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
た
ち
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
利
用

し
て
い
る
ん
だ
よ
。
5
人
の
先
生
方
が
い
て
、

毎
月
楽
し
い
行
事
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
！

　

こ
の
日
は
、
毎
月
1
回
開
か
れ
る
子
育

て
支
援
ル
ー
ム
の
日
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
グ

ッ
ズ
作
り
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
。
ま
だ
小

さ
い
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
は
施
設
の
先
生
が
面

倒
を
見
て
く
れ
る
か
ら
安
心
だ
よ
。
ほ
か

に
も
ダ
ン
ス
や
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
、
少
し

だ
け
子
ど
も
た
ち
と
は
な
れ
た
時
間
で
、

い
ろ
い
ろ
な
体
験
が
で
き
て
、
お
母
さ
ん

た
ち
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
ん
だ
っ
て
！

この青虫くんの
中をくぐると
2階まで行けるよ！

  みらいセンター所長　　  　　
　　　　山辺  照子さん
Qみらいセンターのいいところは？
　町の中にあるので利用しやすいとい
うところですね。人と話すことが少し
苦手な子どもたちでも、ここに来ると
自分の居場所を見つけたように明るい
表情を見せてくれる瞬間があるんです。
とても嬉しい気持ちになりますね。
　またお母さん同士の意見交流の場としてもぜひ利用してくださ
い。子どもとだけ向き合っていると成長に関して不安になること
も、ここに来て解消できるときもあります。大切な子どもたちの
健全な育成には、なくてはならない施設だと思います。

「ノーム」ってヨーロッパの
森の妖精なんだって！

　

み
ら
い
セ
ン
タ
ー

に
は
年
齢
に
応
じ
た

楽
し
い
遊
具
が
い
っ

ぱ
い
あ
る
よ
！
絵
本

の
部
屋
も
あ
る
し
、

元
気
に
遊
べ
る
プ
レ

イ
ル
ー
ム
、
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
る
創
造
の

部
屋
や
料
理
の
部
屋
も
あ
る
ん
だ
！

　

こ
こ
は
学
童
保
育
事
業
も
や
っ
て
い
る

か
ら
、
先
生
た
ち
が
働
く
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
の
代
わ
り
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
。

1
年
生
か
ら
3
年
生
ま

で
の
児
童
を
預
か
っ
て

く
れ
る
か
ら
先
生
に
相

談
し
て
ね
！

上
手
だ
ね
ぇ
〜

ガ
ー
コ
（
♂
）

ボ
ク
に
は
弟
が

い
る
ん
だ
よ
！
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 12
月

能都・柳田・内浦の３商工会が合併に調印

お母さん今夜はブリ大根！？

まちの出来事　　12

いざという時に備えて自衛隊父兄会が発足

赤十字奉仕団の救命法講習会が 11 月 30 日に防災
センターで行われ、奉仕団 21 人が心肺蘇生法や

自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の使用方法について学
びました。能登町赤十字奉仕団の木挽委員長は、「救急
時の心の備えを学びたい」とあいさつし、日赤石川県
支部の講師 3人から丁寧な指導を受けました。参加者
は、もしもの時に慌てることのないよう一つ一つの動
作を理解しながら、真剣に講習を受けていました。
　頭で分かっていても実際にはできないことがありま
す。もしもの時に正しい処置ができるよう、みなさん
も機会があれば救命講習を受けてみてください。

▲

救
急
法
を
学
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
あ
な
た

に
も
救
え
る
命
が
あ
り
ま
す

能登町自衛隊父兄会発足協議会が 12 月 11 日、能
都庁舎で行われました。これまで、自衛隊父兄会

の活動が行われていなかった旧能都町、旧柳田村の自
衛隊員父兄に対し、旧内浦町自衛隊父兄会会長の出島
健二氏が発起人となり「町村合併が進んだ今こそ、父
兄会活動を推進していきましょう」と提言し協議会の
開催となりました。会議では、父兄会発足に向けた協
議が行われ、平成 18 年 4月より能登町自衛隊父兄会と
して活動していくことが了承されました。
　能登町からは、現在 79 人が自衛隊員として全国各地
で活躍しています。

▲

今
後
は
親
ど
う
し
が
協
力
し
て
子
ど
も

た
ち
を
支
援
し
て
い
く

柳田盆友会に地域づくり奨励賞 　　 ようこそ影絵の世界へ！

劇団かかし座の影絵劇「お星さまの色えんぴつ・ね
ずみのとうさんアナトール」が 12 月 18 日、内浦

福祉センターで開催されました。この催しは能登町子
ども会連合会子ども大会として開かれたもので、6色
のペンライトやさまざまな色のセロハンを使った幻想
的な影絵が上映されました。ギターやストリートオル
ガンの音色に合わせ、白鳥やカエル、フクロウなどを
表現したり、ねずみを主人公にした物語などが披露さ
れ、会場に集まった子どもたちを楽しませていました。
出演者とふれあえるコーナーもあり、会場内は外の雪
景色とは対照的に、あたたかい空気に包まれました。

金沢市の県女性センターで 11 月 26 日に開催され
た石川地域づくり表彰で、柳田盆友会が奨励賞を

受賞しました。この地域づくり表彰は平成 9年から隔
年で実施されており、今回は 27 団体の中から「大賞」「優
秀賞」など 3つの賞に 10 団体が選ばれています。
　柳田盆友会は、「のとキリシマツツジ」を地域資源と
して着目し、金沢市や能登空港などでの展示会を重ね
ており、昨年は奥能登各地の愛好家による地域おこし
のネットワークを構築しました。また、この花のルー
ツを探る活動が韓国との交流に発展するなど、スケー
ルの大きな活動を展開しています。

▲

表
彰
状
を
受
け
取
る
柳
田
盆
友
会
の
水

木
副
会
長

▲

会
場
に
集
ま
っ
た
み
ん
な
も
影
絵
に
挑

戦
、
何
に
見
え
る
か
な
？

斉和地区に最新鋭の小型動力ポンプ付積載車を配備

能登三郷商工会の合併調印式が 12 月
9 日、能登勤労者プラザで行われま

した。昨年 6月に第 1 回合併協議会が開
催されてから約６カ月の協議を経て、平
成 18 年 4 月 1日に「能登町商工会」が設
立されることになりました。調印式では、
数馬能都町商工会長、浜田内浦町商工会
長、福池柳田村商工会長が合併契約書に
署名捺印し、持木町長、永江県商工会連
合会副会長が立会人として署名しました。
調印後、数馬会長は「会員にとってすば
らしい商工会となるよう、地域振興の中
心となれるようがんばりたい」とあいさ
つしました。

宇出津港で水揚げされた寒ブリを味
わってもらおうと 12 月４日、宇出津

新町通り特設会場で「いきいき能登ぶりま
つり」が開催されました。会場には約 300
人が訪れ、いしりを使った団子汁が無料で
振る舞われたほか、海鮮焼きコーナーが設
けられました。この日水揚げされた 10kg
前後のブリ 16 本が会場に届けられると、
商店街の魚屋さんの手により観客の前で
あっという間にさばかれました。通常の 3
割引ほどの値札がつけられた刺身などは、
約 1時間で完売しました。みなさんの家庭
では、どんなブリ料理が食卓を飾ったので
しょうか？

上町分団斉和部に小型動力ポンプ付積
載車が配備されることになり、12

月 10 日に中斉の八幡神社で入魂式が行
われました。旧車両の老朽化により配備
された新型車両は、車両に小型動力ポン
プを積載し、少人数でも迅速な放水が可
能となっており、県内では唯一の配備と
のことです。車両の引き渡しを受けた上
町分団長の橋本渡さんは「これを機に消
防人としての意識をさらに高め、住民の
期待に沿えるよう努力します」とあいさ
つしました。式終了後、初放水が行われ、
ポンプ車にも劣らないその能力を披露し
ました。

▲お祓いを受ける消防車。積載される小型ポンプは単体でも
放水が可能となっている

▲鮮やかな包丁さばき！この季節の天然のブリは脂がのっ
て最高です！捨てるところがないといわれるブリは皮や胃
袋などのなますも珍味とされています

▲合併契約書に署名捺印する３商工会長
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能
登
町
役
場
☎
62

－

１
０
０
０
（
代
）

能
都
庁
舎

能
都
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
☎
62

－

８
５
０
０

総
務
課　
　
　
　
　

☎
62

－

８
５
１
０

企
画
財
政
課　
　
　

☎
62

－

８
５
０
３

監
理
課　
　
　
　
　

☎
62

－

８
５
０
４

税
務
課　
　
　
　
　

☎
62

－

８
５
０
５

環
境
対
策
課　
　
　

☎
62

－

８
５
０
７

水
産
・
都
市
整
備
室
☎
62

－

８
５
０
８

会
計
課　
　
　
　
　 

☎
62

－

８
５
０
９

柳
田
庁
舎
（
休
日
・
夜
間
は
☎
76

－

８
３
０
０
）

柳
田
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
☎
76

－

８
３
０
０

広
報
情
報
推
進
課　
☎
76

－

８
３
０
１

農
林
課　
　
　
　　

 

☎
76

－

８
３
０
２

建
設
課　
　
　
　　

 

☎
76

－

８
３
０
４

議
会
事
務
局　　

 

☎
76

－

８
３
１
０

内
浦
庁
舎
（
休
日
・
夜
間
は
☎
72

－

２
５
０
０
）

内
浦
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
☎
72

－

２
５
０
０

町
民
課　
　
　
　
　 

☎
72

－

２
５
０
１

長
寿
介
護
課　
　

  

☎
72

－

２
５
０
２

健
康
福
祉
課　
　

  

☎
72

－

２
５
０
３

水
産
課　
　
　
　　

 

☎
72

－

２
５
０
４

商
工
観
光
課　

 　

 

☎
72

－

２
５
０
５

下
水
道
課　
　

  　

 

☎
72

－

２
５
０
７

水
道
課　
　
　

 　

 

☎
72

－

２
５
０
８

学
校
教
育
課　
　

  

☎
72

－

２
５
０
９

生
涯
学
習
課　

 　

 

☎
72

－

２
５
１
０

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課  

☎
72

－

２
５
１
２

※
主
な
課
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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お  

知  

ら  

せ

成
人
式
に
送
迎
バ
ス
が
出
ま
す　
　

　

１
月
８
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
成
人
式
の

会
場
（
内
浦
第
二
体
育
館
）
ま
で
の
送
迎

バ
ス
が
出
ま
す
。

　

な
お
、
新
成
人
者
へ
の
祝
電
、
花
束
は
、

式
典
会
場
で
は
受
付
け
ま
せ
ん
の
で
、
ご

自
宅
へ
お
届
け
願
い
ま
す
。

〈
柳
田
地
区
〉

　

当
目
五
田
商
店
前　
　

９
時
10
分

　

岩
井
戸
バ
ス
停　
　
　

９
時
15
分

　

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
前　

９
時
20
分

　

柳
田
体
育
館
前　
　
　

９
時
30
分

　

柳
田
バ
ス
停　
　
　
　

９
時
35
分

　

天
坂
バ
ス
停　
　
　
　

９
時
40
分

　

上
町
バ
ス
停　
　
　
　

９
時
45
分

　

中
ノ
又
バ
ス
停　
　
　

９
時
50
分

〈
能
都
地
区
〉

◆
瑞
穂
バ
ス
停
発

　

瑞
穂
バ
ス
停　
　

９
時
10
分

　

八
の
田
バ
ス
停　

９
時
15
分

　

神
道
バ
ス
停　
　

９
時
20
分

　

小
垣
バ
ス
停　
　

９
時
25
分

　

鵜
川
口
バ
ス
停　

９
時
30
分

　

七
見
バ
ス
停　
　

９
時
35
分

　

矢
波
バ
ス
停　
　

９
時
40
分

　

波
並
バ
ス
停　
　

９
時
45
分

◆
能
都
庁
舎
前
発

　

能
都
庁
舎
前　
　

９
時
50
分

〈
問
い
合
わ
せ
〉
生
涯
学
習
課

能
登
町
内
浦
土
地
改
良
区
総
代
選
挙

〈
任
期
〉
平
成
18
年
１
月
24
日
㈫
任
期
満
了

〈
選
挙
期
日
〉

　

告
示　

１
月
10
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　
（
立
候
補
届
は
２
日
間
）

　

執
行　

１
月
17
日
㈫

〈
立
候
補
届
受
付
場
所
〉

　

内
浦
総
合
サ
ー
ビ
ス
課

〈
投
票
場
所
〉

・
第
１
選
挙
区　

内
浦
福
祉
セ
ン
タ
ー
１

　

階
集
会
場
（
福
光
、滝
之
坊
、上
、松
波
）

・
第
２
選
挙
区　

内
浦
ス
ポ
ー
ツ
研
修
セ

　

ン
タ
ー
（
布
浦
、
立
壁
、
九
里
川
尻
）

・
第
３
選
挙
区　

不
動
寺
公
民
館
（
秋
吉
、

　

清
真
、
宮
犬
、
不
動
寺
、
国
重
、
駒
渡
）

〈
投
票
時
間
〉
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿　
　

登
載
申
請
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
！

　

該
当
す
る
方
は
、
１
月
10
日
㈫
ま
で
に

申
請
書
を
各
町
内

会
長
、
ま
た
は
農
業
委
員
会
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
各
庁
舎
総
合
サ

ー
ビ
ス
課
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

農
業
委
員
会
（
柳
田
庁
舎
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
76

－

８
３
０
３

新
春
書
き
初
め
大
会
展
覧
会　
　
　

　　

１
月
14
日
に
行
わ
れ
る
「
平
成
18
年
能

登
町
新
春
書
き
初
め
大
会
」
の
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
力
作
を
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
日
時
〉
１
月
16
日
㈪
〜
23
日
㈪　

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
場
所
〉
能
都
庁
舎
２
階
ロ
ビ
ー

〈
問
い
合
わ
せ
〉
生
涯
学
習
課

償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方
は　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

申
告
が
必
要
で
す

　

毎
年
１
月
１
日
現
在
、
事
業
に
用
い
ら

れ
る
償
却
資
産
（
構
築
物
・
機
械
・
器
具
・

工
具
・
備
品
・
船
舶
な
ど
）
を
所
有
し
て

い
る
方
（
個
人
・
法
人
）
は
、
資
産
の
多

少
に
関
わ
ら
ず
申
告
が
必
要
で
す
。

〈
申
告
期
限
〉
１
月
31
日
㈫

〈
提
出
場
所
〉
税
務
課
、
柳
田
・
内
浦
総

合
サ
ー
ビ
ス
課
、
各
支
所
・
出
張
所

〈
問
い
合
わ
せ
〉
税
務
課

あ
な
た
の
「
食
」
は
大
丈
夫
？　
　

　

毎
年
１
月
は
「
食
を
考
え
る
月
間
」
で

す
。
農
林
水
産
省
で
は
「
食
」
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
受
発
信
や
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
な
ど
、
み
な
さ
ん
に
広
く

「
食
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
北
陸
農
政
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.hokuriku.m

aff.go.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人
間
ド
ッ
グ
の
検
査
料
を　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

一
部
補
助
し
ま
す
！ 

　

人
間
ド
ッ
グ
検
査
後
、
６
カ
月
以
内
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
者
〉
能
登
町
に
住
所
を
有
す
る
40

歳
以
上
の
方

〈
補
助
金
額
〉１
万
円（
年
度
内
１
回
限
り
）

〈
申
請
受
付
〉
領
収
書
（
人
間
ド
ッ
グ
検

査
料
な
ど
と
書
か
れ
た
も
の
）、
印
鑑
、

口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
申
請
場
所
〉
健
康
福
祉
課
、
能
都
・
柳

田
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
、
各
支
所
・
出
張
所

※
職
場
健
診
（
事
業
所
健
診
）
は
対
象
に

は
な
り
ま
せ
ん
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

県
の
最
低
賃
金
は
時
間
額
６
４
９
円

　

石
川
県
最
低
賃
金
が
10
月
１
日
か
ら
時

間
額
６
４
９
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
業

種
に
か
か
わ
ら
ず
県
内
全
て
の
企
業
に
適

用
さ
れ
ま
す
。
一
定
の
業
種
に
つ
い
て
は

こ
の
額
よ
り
高
い
産
業
別
最
低
賃
金
が
適

用
さ
れ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
石
川
労
働
局
賃
金
室

　
　
　

☎
０
７
６

－

２
６
５

－

４
４
２
５

能
登
町
役
場
☎
62

－

１
０
０
０
（
代
）

能
都
庁
舎

能
都
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
☎
62

－

８
５
０
０

総
務
課　
　
　
　
　

☎
62

－

８
５
１
０

企
画
財
政
課　
　
　

☎
62

－

８
５
０
３

監
理
課　
　
　
　
　

☎
62

－

８
５
０
４

税
務
課　
　
　
　
　

☎
62

－

８
５
０
５

環
境
対
策
課　
　
　

☎
62

－

８
５
０
７

水
産
・
都
市
整
備
室
☎
62

－

８
５
０
８

会
計
課　
　
　
　
　 

☎
62

－

８
５
０
９

柳
田
庁
舎
（
休
日
は
☎
76

－

８
３
０
０
）

柳
田
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
☎
76

－

８
３
０
０

広
報
情
報
推
進
課　
☎
76

－

８
３
０
１

農
林
課　
　
　
　
　

 

☎
76

－

８
３
０
２

建
設
課　
　
　
　
　

 

☎
76

－

８
３
０
４

議
会
事
務
局　
　

 

☎
76

－

８
３
１
０

内
浦
庁
舎
（
休
日
は
☎
72

－

２
５
０
０
）

内
浦
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
☎
72

－

２
５
０
０

町
民
課　
　
　
　
　 

☎
72

－

２
５
０
１

長
寿
介
護
課　
　

  

☎
72

－

２
５
０
２

健
康
福
祉
課　
　

  

☎
72

－

２
５
０
３

水
産
課　
　
　
　
　

 

☎
72

－

２
５
０
４

商
工
観
光
課　

 　

 

☎
72

－

２
５
０
５

下
水
道
課　
　

  　

 

☎
72

－

２
５
０
７

水
道
課　
　
　

 　

 

☎
72

－

２
５
０
８

学
校
教
育
課　
　

  

☎
72

－

２
５
０
９

生
涯
学
習
課　

 　

 

☎
72

－

２
５
１
０

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課  

☎
72

－

２
５
１
２

※
主
な
課
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

雇用促進住宅
サン・コーポラスのご案内

雇用促進住宅は･･
○勤労者の方が利用できる公共の賃貸住宅
○敷金以外の礼金・手数料は不要
○先着順で入居が可能
○２Ｋから３ＤＫまで選択
○能登町には 1住宅（布浦拓）
　空き室があり、「貸与要件」のいずれかに該当すると公
共職業安定所長が認め、「入居者資格」のすべてに該当す
る場合に申込みできます。

「貸与要件・入居者資格」の詳細および空き室状況は、下
記までお問い合わせいただくか、ホームページ（http://
www.e-d-a.or.jp）をご覧ください。

〈問い合わせ〉
㈶雇用振興協会北陸支所☎ 076-224-7196
内浦管理事務所☎ 72-2172

意
思
表
示
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

　

意
思
表
示
カ
ー
ド
を
携
帯
す
る
こ
と

で
、
臓
器
移
植
に
対
す
る
あ
な
た
の
意
志

を
示
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
意
思
表
示
カ
ー
ド

は
役
場
、
郵
便
局
な
ど

に
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

㈳
日
本
臓
器
移
植

　
　
　
　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　

☎
０
１
２
０

－

７
８

－

１
０
６
９

  

募　

集

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
デ
・
ラ
ブ
ロ      　

   

ラ
ブ
ロ
恋
路
体
験
教
室
参
加
者
募
集
中

　

足
も
と
か
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
！
自
宅
で
も

で
き
る
足
の
健
康
法「
フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
」

を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

◆
フ
ッ
ト
セ
ラ
ピ
ー
体
験
教
室（
先
着
15
人
）

〈
日
時
〉
１
月
29
日
㈰

　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

〈
場
所
〉
ラ
ブ
ロ
恋
路

〈
体
験
料
〉
１
０
０
０
円

〈
参
加
申
込
〉
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

〈
問
い
合
わ
せ
〉
ラ
ブ
ロ
恋
路　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
72

－

１
２
３
４



1415　広報のと№ 11  2006.1.1 1415　広報のと№ 11  2006.1.1

法
律
相
談　

                　

　　

金
沢
弁
護
士
会
で
は
能
登
法
律
相
談
セ

ン
タ
ー
を
運
営
し
、
法
律
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

〈
１
月
の
相
談
日
〉

　

12
日
、
19
日
、
26
日
（
木
曜
日
）

〈
時
間
〉
午
後
１
時
45
分
〜
４
時
15
分

〈
場
所
〉穴
水
駅
前「
ス
タ
ー
ク
イ
ー
ン
穴
水
」

〈
相
談
料
〉
30
分
以
内　

５
０
０
０
円

〈
電
話
予
約
〉

　

相
談
希
望
者
は
、
相
談
日
前
日
の
午
後

５
時
ま
で
に
金
沢
弁
護
士
会
☎
０
７
６

－

２
２
１

－

０
２
４
２
ま
で
電
話
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

心
配
ご
と
相
談
（
１
月
）　  　
　
　

〈
能
都
庁
舎
〉

　

6
日
㈮
、
19
日
㈭　

午
前
９
時
〜
12
時

〈
笹
ゆ
り
荘
〉

　

10
日
㈫
、
24
日
㈫　

午
前
９
時
〜
12
時

〈
内
浦
福
祉
セ
ン
タ
ー
〉

　

10
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
小
木
支
所
〉

　

20
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
問
い
合
わ
せ
〉

    

能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会　
　
　
　
　

　
　
　

         　
　

    　

☎
72

－

２
３
２
２

海洋深層水は、太古の海からの恵みとして世界中から注目されており、健康増進や美容効果にまで研究が進め
られています。現在、能登海洋深層水を利用した商品として、食品分野のほか、健康・美容分野、農業分野

への商品開発が進んでいます。そこで、消費者の皆さんが一目で信頼と安心感を持てる商品ブランドマークを募集
します。能登海洋深層水のイメージがわく、親しみのあるブランドマークのご応募をお待ちしています。 

 〈応募資格〉
　 石川県内に住所を有する方 
 
〈応募方法〉 
　①応募作品はＡ４サイズの用紙に約 10 センチ角で記
　　載し、用紙は上下がわかるようにしてください。
　②使用する色は 3色以内で、手書き、ＣＧなど描き
　　方は自由です。
　③文字を記載する場合は「能登海洋深層水」と記載
　　してください。（図形のみでも可）
　④作品の説明文（200 字以内）、住所、氏名（ふりがな）、
　　年齢、職業（学校名）、電話番号またはＥメールア
　　ドレスを記入したものを添付してください。
　⑤ 1人何点でも応募できます。
　⑥応募作品は原則として郵送してください。
　　（FAX、Ｅメールは不可）

 〈応募期間〉 
 　１月４日㈬～ 2月 28 日㈫（必着）
 
〈応 募 先〉 
  　〒 927-0695 石川県鳳珠郡能登町字松波 13-75
　　　　能登町役場海洋深層水対策室内
　　　　能登海洋深層水協議会事務局

〈応募上の注意〉 
　①応募作品は返却いたしません。また、採用作品の
　　著作権・使用権・商標権などは能登海洋深層水協
　　 議会に帰属するものとします。
　②応募作品は未発表のオリジナル作品に限ります。
　③採用作品は加工することがあります。 
 
〈審査・決定・賞品〉 
　①能登海洋深層水協議会にて厳正な選考を行います。
　②入賞作品として最優秀賞１点（採用作品）、優秀賞
　   ４点を選考します。
　③入賞者には、総額 10 万円相当の賞品贈呈を予定し
　　ています。

 〈発　表〉 
　①能登海洋深層水ホームページ
　　　http://www.notoshinsousui.jp/
　②広報「のと」
　③入賞者へは直接通知いたします。 

 〈問い合わせ〉 
 　能登海洋深層水協議会事務局☎ 72-2506
　　　　　

海洋深層水とは、一般的に水深 200mより深いところにある海

水のことを指します。能登町が取水する「能登海洋深層水」は、

日本海固有水と言われ、日本海内を循環している深層水で、能登

町小木港沖南南東 3.7 ㎞、水深約 320mから取水しています。深層

水の特徴としては、海面付近の海水と比べ、「清浄性」「富栄養性」

「熟成性」「ミネラル特性」「低温安定性」などが優れています。こ

のような特徴を持つことから、農業、水産、食品、飲料、化粧品

や医薬品など多くの分野での利用が期待されています。 小木にある能登海洋深層水取水施設

 

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
さ
ら
さ
れ
る

業
務
に
従
事
し
て
い
た
方
へ

石
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
業
務
に
従
事
し

て
い
た
労
働
者
の
方
に
つ
い
て

は
、
将
来
原
発
性
肺
が
ん
、
中
皮
腫
な
ど

の
健
康
被
害
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。
特
に
中
皮
腫
に
つ
い
て
は
石
綿
と
の

因
果
関
係
が
強
く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
原
発
性
肺
が
ん
お
よ
び
中
皮
腫

と
も
石
綿
に
さ
ら
さ
れ
て
か
ら
発
症
ま
で

の
期
間
が
非
常
に
長
く
、
原
発
性
肺
が
ん

で
15
〜
40
年
、
中
皮
腫
で
20
〜
50
年
と
の

特
徴
が
あ
り
ま
す
。

労
災
補
償
制
度
の
ご
案
内

１
、
労
災
保
険
給
付
の
概
要

　

中
皮
腫
や
原
発
性
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
て
お
り
、
そ
れ
が
業
務
に
よ
り
石
綿
に

さ
ら
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
な
補
償
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

・
疾
病
の
治
療
に
必
要
な
補
償

　

・
賃
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
の
補
償

　

・
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
遺
族
に
対
す

　
　

る
補
償

２
、
石
綿
に
よ
る
疾
病
の
認
定
基
準

　
　

の
ポ
イ
ン
ト

　

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
場
合
は

労
災
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
明
ら
か
な
石
綿
肺
所
見
が
認
め
ら
れ
、

か
つ
、
石
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
作
業
に
従
事

し
た
（
期
間
の
長
短
は
問
い
ま
せ
ん
）
と

認
め
ら
れ
る
場
合

②
胸
膜
プ
ラ
ー
ク
（
胸
膜
肥
厚
斑
）
ま
た

は
石
綿
小
体
な
ど
の
存
在
が
認
め
ら
れ
、

か
つ
、
石
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
作
業
に

・
中
皮
腫
の
場
合
は
お
お
む
ね
１
年
以
上

・
原
発
性
肺
が
ん
の
場
合
は
お
お
む
ね
10

年
以
上
従
事
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合

※
自
分
が
労
災
補
償
を
受
け
ら
れ
る
の
か

よ
く
わ
か
ら
な
い
場
合
で
も
、
詳
し
く
お

話
を
伺
い
、
必
要
な
調
査
を
行
い
ま
す
。

石
川
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課

（
☎
０
７
６

－
２
６
５

－

４
４
２
６
）
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

町
営
住
宅
入
居
者
募
集　
　
　
　

    
　〈

募
集
期
間
〉

　

１
月
５
日
㈭
〜
19
日
㈭

〈
対
象
住
宅
〉

　

桜
木
住
宅　

１
戸
（
２
D
Ｋ
）
字
鵜
川

〈
家
賃
〉
所
得
に
よ
り
家
賃
が
決
定

〈
入
居
資
格
〉

①
能
登
町
に
住
所
を
有
す
る
方
（
予
定
者

　

を
含
む
）

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

　

な
方

③
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

④
収
入
基
準　

　
　

入
居
者
の
所
得
月
額
が
20
万
円
以
下

⑤
単
身
の
方
は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
こ
と
が

　

あ
り
ま
す

〈
問
い
合
わ
せ
〉
建
設
課

   

相　

談

高
齢
者
無
料
相
談
（
税
金
）  　
　
　

　   

税
金
に
関
す
る
相
談
を
無
料
で
お
受
け

し
ま
す
。

〈
日
時
〉
１
月
27
日
㈮　
　
　
　

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
場
所
〉
社
会
福
祉
協
議
会
能
都
支
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
明
ヶ
丘
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
長
寿
介
護
課
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平成 18年申告の

【改正点】
町県民税、所得税の申告が 2月 16 日から 3月 15 日まで実
施されます。今回の申告における主な改正点は「農業所得
標準廃止」と「公的年金の控除額変更」です。

農
業
所
得
標
準
が

廃
止
さ
れ
ま
す

　

平
成
18
年
申
告
分
（
平
成
18
年
2
月
16

日
〜
3
月
15
日
申
告
分
）
か
ら
、
以
前
よ

り
使
用
し
て
い
た
農
業
所
得
標
準
計
算
書

が
使
用
で
き
な
く
な
り
、
実
際
の
収
入
金

額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
く
収
支
計
算

書
に
よ
り
申
告
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

収
支
計
算
書
に
は
、
収
入
金
額
が

わ
か
る
書
類
や
必
要
経
費
に
か
か

る
請
求
書
や
領
収
書
な
ど
の
保
存

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

肥
料
費
や
修
繕
費
な
ど
経
費

の
種
類
ご
と
に
記
帳
・
集
計
を

し
て
ス
ム
ー
ズ
に
収
支
計
算
が

で
き
る
よ
う
に
準
備
を
す
す
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
農
産
物
を
家
事
消
費
（
自
分

の
家
で
食
べ
る
）
し
た
場
合
や
他

人
に
贈
与
し
た
場
合
な
ど
は
通
常

他
に
販
売
す
る
金
額
に
よ
り
収
入
金

額
に
計
上
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

▼
農
業
収
支
計
算
説
明
会
の
ご
案
内

　

農
業
収
支
計
算
に
関
す
る
説
明
会
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
ぜ
ひ
ご

出
席
く
だ
さ
い
。

〈
日
時
〉
2
月
6
日
㈪
午
後
1
時
30
分
〜

〈
場
所
〉
能
都
庁
舎
4
階
ホ
ー
ル

公
的
年
金
の
控
除
額
が

変
更
と
な
り
ま
す

（
65
歳
以
上
対
象
）

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
な

ど
の
公
的
年
金
を
受
け
取
っ
た
場
合
、
そ

の
収
入
金
額
か
ら
公
的
年
金
等
控
除
額
を

差
し
引
い
た
残
り
が
年
金
の
所
得
と
な
り

ま
す
。
こ
の
年
金
控
除
額
の
65
歳
以
上
の

方
に
対
す
る
上
乗
せ
措
置
が
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
最
低
控
除
額
が
70
万

円
か
ら
50
万
円
上
乗
せ
さ
れ
て

１
２
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

※
年
齢
65
歳
未
満
の
方
に
つ
い

て
改
正
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
注
）
遺
族
年
金
、
障
害
年
金

な
ど
は
非
課
税
所
得
な
の
で
受

給
額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
税

金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
所
得
者
本
人
が
65

歳
以
上
で
、
合
計
所
得
金
額
が

１
０
０
０
万
円
以
下
の
場
合
に
適
用

さ
れ
て
い
た
老
年
者
控
除
（
50
万
円
）

も
廃
止
と
な
り
ま
す
。

▼
年
金
説
明
会
の
ご
案
内

　

年
金
控
除
額
お
よ
び
各
改
正
点
に
つ
い

て
の
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
出

席
く
だ
さ
い
。

〈
日
時
〉
2
月
10
日
㈮
午
後
1
時
〜

〈
場
所
〉
能
都
庁
舎
4
階
ホ
ー
ル

〈問い合わせ〉   輪島税務署　☎ 0768-22-2241
　　　　　　   役場税務課　☎ 62-8505

渕崎さんが総務大臣
　　　　　表彰を受賞
　渕崎昭平さん（鵜川）は、
昭和 46 年から 32 年間にわた
り鵜川本町の区長を務めてき
ました。また、祭礼委員長や
農業委員会の副会長を長年務
めるなど、地域社会に貢献さ
れ、「地縁による団体功労者総
務大臣表彰」を受賞しました。今年は全国で 32 人が
受賞し、11月 21日に総務省で受賞式が行われました。
渕崎さんは、「支えてくれた地域のみなさんのおかげ
です。これからも誠心誠意努めていきたい」と受賞
の喜びを語ってくれました。

統計功績者が大臣表彰受賞を報告
　11 月 28 日、国勢調査や農林業センサスなどの統計
調査に関する功績が認められ大臣表彰を受賞した 3人
が能都庁舎を訪れ、持木町長に受賞報告を行いました。
調査員、指導員として長年務められ、総務大臣表彰を
受賞した橋本幸子さんは「顔を見て信頼していただき

調査にご協力してくれた
皆さまのおかげです」と
受賞者を代表してあいさ
つしました。

農林水産大臣表彰を受賞した干
場廣規さん（上町：左）、向武雄
さん（桐畑：右）、総務大臣表彰
を受賞した橋本幸子さん（宇出
津：中）

柳
田
地
区
夜
間

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

〈
期
間
〉
１
月
17
日
㈫
か
ら
毎
週

火
、
金
曜
日

〈
時
間
〉
午
後
７
時
〜

〈
場
所
〉
柳
田
体
育
館

〈
参
加
資
格
〉
能
登
町
に
在
住
す

る
町
民
ま
た
は
勤
務
す
る
人

〈
試
合
方
法
〉
リ
ー
グ
戦
方
式
１

セ
ッ
ト
25
点
先
取
ラ
リ
ー
ポ
イ
ン

ト
制
３
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ

〈
参
加
料
〉
１
チ
ー
ム
３
０
０
０

円
（
保
険
料
、
賞
品
代
）

〈
申
込
締
切
〉
１
月
11
日
㈬

※
各
チ
ー
ム
よ
り
数
人
の
審
判
・

補
助
員
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
能
登
町
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
協
会
事
務
局
綱
屋(

建
設

課
内
）
ま
で　

☎
76

－

８
３
０
４

能
登
町
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

〈
期
日
〉
２
月
５
日
㈰
午
前
９
時
〜

〈
場
所
〉
内
浦
体
育
館

〈
対
象
〉
能
登
町
在
住
、
在
勤
の

ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
の
方
な
ら
ど
な

た
で
も

〈
部
門
〉
小
学
生
の
部
、
中
高
生

の
部
、一
般
の
部
（
全
て
ダ
ブ
ル
ス
）

〈
参
加
費
〉
小
学
生
の
部　

１
人

５
０
０
円　

中
高
生
・
一
般
の
部

１
人
１
０
０
０
円

〈
参
加
申
込
〉
内
浦
体
育
館
、
能

都
体
育
館
、
柳
田
体
育
館
、
か
ん

ま
ち
接
骨
院
に
あ
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
１
月
28
日

㈯
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

〈
問
い
合
わ
せ
〉
か
ん
ま
ち
接
骨

院
☎
76

－

０
０
９
０ 

干
場
ま
で

内
浦
地
区
夜
間

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

（
10
月
26
日
〜
12
月
２
日
）

　

優
勝　

小
木
漁
協

　

２
位　

木
郎
走
志
会

　

３
位　

あ
ん
た
が
主
役

能
都
地
区
夜
間

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

（
11
月
17
日
〜
12
月
８
日
）

〈
Ａ
リ
ー
グ
〉

　

優
勝　

役
場

　

２
位　

高
倉
消
防
団

　

３
位　

エ
ギ
ン
ガ
ー
Ｚ

〈
Ｂ
リ
ー
グ
〉

　

優
勝　

ゴ
リ
ゴ
リ
学
園

　

２
位　

フ
レ
ン
ズ

　

３
位　

鈴
平
建
設

能
登
町
５
人
制

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（
11
月
27
日
）

〈
フ
リ
ー
の
部
〉

　

優
勝　

海
ボ
ー
ズ

　

２
位　

タ
ン
塩
ミ
カ
チ
ャ
ン
680
円

　

３
位　

み
ず
ほ

　

３
位　

で
ぇ
だ
ら
ぼ
っ
ち

〈
ス
キ
ル
の
部
〉

　

優
勝　

坂
本
チ
ー
ム

　

２
位　

お
ば
ん
Ａ
チ
ー
ム

　

３
位　

Ｋ

－

１
ブ
ン
ブ
ン
ズ

県
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
選
手
権
大
会

（
11
月
23
日
）

〈
19
歳
以
下
男
子
５
㎞
〉

　

３
位　

源　

直
樹
（
18
分
01
秒
）

県
小
学
生
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会

（
11
月
23
日
）

〈
２
年
男
子
１
㎞
〉

　

１
位　

石
田
元
基
（
３
分
30
秒
）

〈
４
年
女
子
１
・
５
㎞
〉

　

２
位　

西　

か
え
で
（
５
分
46
秒
）

〈
５
年
男
子
１
・
５
㎞
〉

　

優
勝　

宮
本
晃
介
（
５
分
37
秒
）

〈
５
年
女
子
１
・
５
㎞
〉

　

２
位　

信
田
有
里
彩
（
６
分
00
秒
）

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
記
念
杯

女
子
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

競
技
会　
　
（
11
月
25
日
〜
27
日
）

〈
女
子
58
㎏
級
〉

　

６
位　

菊
田
泰
子　

　
　
　
　
　

ト
ー
タ
ル
１
４
２
kg

〈
女
子
＋
75
㎏
級
〉

　

４
位　

谷
上　

蛍　

　
　
　
　
　

ト
ー
タ
ル
１
３
８
kg

県
中
学
校
選
抜
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
（
12
月
10
日
〜
11
日
）

　

３
位　

小
木
中
学
校
女
子

鳳
珠
郡
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

交
歓
大
会　
（
12
月
10
日
〜
11
日
）

〈
男
子
の
部
〉

　

２
位　

宇
出
津
ミ
ニ
バ
ス
Ａ

〈
女
子
の
部
〉　

　

優
勝　

小
木
ミ
ニ
バ
ス

　

３
位　

宇
出
津
ミ
ニ
バ
ス

県
小
学
生
学
年
別

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
イ
ン
ド
ア
大
会

（
12
月
４
日
）

〈
男
子
４
年
生
以
下
の
部
〉

　

優
勝　

大
屋
健
一
（
瑞
穂
）

　
　
　
　

清
水
寛
生
（
瑞
穂
）

〈
男
子
５
年
生
の
部
〉

　

３
位　

下
畠
雅
大
（
瑞
穂
）

　
　
　
　

馬
場
宥
冶
（
鵜
川
）

〈
女
子
４
年
生
以
下
の
部
〉

　

２
位　

橋
本
は
る
か
（
瑞
穂
）

　
　
　
　

中
田
い
お
り
（
瑞
穂
）

　

３
位　

道
地
佑
李
（
鵜
川
）

　
　
　
　

山
下
藍
里
（
鵜
川
）

〈
女
子
５
年
生
の
部
〉

　

優
勝　

佐
々
木
美
和
（
宇
出
津
）

　
　
　
　

山
瀬
侑
希
（
宇
出
津
）

　

２
位　

元　

悠
香
（
鵜
川
）

　
　
　
　

谷
内
美
咲
（
神
野
）

　

３
位　

河
村
奈
々
（
宇
出
津
）

　
　
　
　

中
野　

綾
（
真
脇
）

※
以
上
の
入
賞
者
は
、
３
月
に
千

葉
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に

出
場
し
ま
す
。

PLAY
スポーツ

＆
結果

全国大会で能登町旋風を巻き起こせ！
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柳
田
分
署
☎
76

－

０
０
８
５

  

能
登
消
防
署
☎
62

－

０
４
９
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
浦
分
署
☎
72

－

０
２
８
２

　
　
　
　
　
　

能
登
防
犯
協
会 

 

能
登
警
察
署　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

☎
62

－

１
３
３
４

　
　
　
　
　
　

能
登
交
通
安
全
協
会

安 心 安 全 ま ち づ く り平成 17年 11 月 16 日～ 12 月 15 日
件　　　名 場所 落札額（円） 落札業者 件　　　名 場所 落札額（円） 落札業者

【学校教育課：２件】 まちづくり交付金事業宇出津 93・95 号線整備工事 宇出津 6,850,000 札木建設

小木中学校排水設備工事 小木 2,490,000 宝成工建㈱ まちづくり交付金事業宇出津地区消雪設備調査業務 宇出津 1,650,000 ㈱ﾎｸｺｸ池水

小木小学校排水設備工事 小木 2,320,000 ㈲新村商会 まちづくり交付金事業宇出津地区消雪設備基本設計業務 宇出津 1,650,000 ㈱国土開発ｾﾝﾀｰ

【下水道課：3件】 まちづくり交付金事業宇出津14号線整備工事 宇出津 13,350,000 鈴平建設㈱

公共下水道事業（宇出津処理区）管渠布設工事 5（大平地内） 宇出津山分 30,000,000 戸田・鼎特別共同企業体 【農林課：21 件】

公共下水道事業（宇出津処理区）管渠布設工事 6（大平地内） 宇出津山分 33,500,000 戸田・大西特別共同企業体 用排水路災害復旧工事 松波 480,000 ㈲和光建設

公共下水道事業（宇出津処理区）管渠布設工事 7（大棚木地内） 宇出津 30,100,000 戸田・鈴平特別共同企業体 農道・排水路災害復旧工事 内浦長尾 1,130,000 谷内口建設

【健康福祉課：1件】 用水路災害復旧工事 河ヶ谷 950,000 南山工務店

神野保育所法面崩壊復旧工事 鶴町 1,800,000 ㈲宮田組 農道災害復旧工事 河ヶ谷 1,230,000 谷内口建設

【建設課：10 件】 頭首工災害復旧工事 駒渡 1,280,000 南山工務店

町道当目 1号線道路災害復旧工事 当目 4,260,000 ㈲向峠重機 農道災害復旧工事 福光 1,120,000 ㈲和光建設

町道当目大箱 1号線道路災害復旧工事 北河内 7,600,000 柳田建設㈱ 農地災害復旧工事 当目 850,000 ㈲寺谷組

普通河川寺分川河川災害復旧工事 神和住 4,650,000 ㈲共栄建設 用水路災害復旧工事 北河内 410,000 ㈲飯田組

普通河川田代川河川災害復旧工事 大箱 7,330,000 寺西建設㈱ 用排水路災害復旧工事 北河内 750,000 ㈲飯田組

能登町住宅基本調査業務委託 町内一円 1,820,000 ㈱ﾋｭｰﾏﾝﾈｯﾄ 用水路災害復旧工事 黒川 460,000 ㈲向峠重機

町道野田 1号線雪寒（防雪）工事（舗装工） 柳田 6,600,000 島屋建設㈱ 用水路災害復旧工事 黒川 1,020,000 ㈲向峠重機

町道矢波 6号線道路災害復旧工事 矢波 1,570,000 前田建設 用水路災害復旧工事 黒川 390,000 ㈲向峠重機

町道本木武連 1号線道路災害復旧工事 武連 720,000 ㈲能都左官 農道災害復旧工事 小間生 470,000 北成土木㈲

町道 1級上町 1号線道路改良工事 上町 12,800,000 北能産業㈱ 用水路災害復旧工事 小間生 560,000 北成土木㈲

町道瑞穂 16 号線舗装工事 瑞穂 3,750,000 丸建道路㈱ 農地・用水路災害復旧工事 久田 710,000 ㈲山本組

【水道課：4件】 用水路災害復旧工事 寺分 1,180,000 ㈲向峠重機

簡易水道事業武連配水池敷地造成工事 武連 26,250,000 ㈱共立建設 柳田地区用排水路整備工事 柳田 1,580,000 ㈲飯田組

柳田地区簡易水道再編推進事業舗装本復旧工事 柳田 8,600,000 島屋建設㈱ 旧宮地小学校改修工事（建築主体工事） 宮地 15,800,000 森丑建設㈱

簡易水道事業武連配水池電気・計装設備工事 武連・矢波 15,750,000 ㈱柿本商会 旧宮地小学校改修工事（電気設備工事） 宮地 10,800,000 ㈲広田電工

簡易水道事業木住配水管布設工事 山田 1,175,000 蒲田金物店 旧宮地小学校改修工事（機械設備工事） 宮地 13,400,000 ㈱三宅配管

【水産都市整備室：5件】 斉和ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ建設工事 中斉 25,500,000 ㈱青木産業

まちづくり交付金事業 2級 7号線整備工事 宇出津 18,400,000 藤田建設運送㈲

入 札 結 果

※入札結果の件名は一部省略してあります

　

今
年
、
成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
国
民
に

共
通
す
る
基
礎
年
金
で
す
。老
齢
・

障
害
・
死
亡
に
関
し
て
給
付
を
行

い
、
健
全
な
国
民
生
活
の
維
持
・

向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
基
礎
年
金
の
給
付

に
必
要
な
費
用
は
、
国
民
年
金
の

被
保
険
者
全
体
で
公
平
に
負
担
す

る
と
い
う
考
え
方
が
基
本
で
す
。

　

今
年
20
歳
に
な
っ
た
人
で
、
す

で
に
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
も
、
学
生
の
人
も
、
フ
リ

ー
タ
ー
の
人
も
、
60
歳
に
な
る
ま

で
は
、
国
民
年
金
の
被
保
険
者
に

な
り
ま
す
。

国
民
年
金
被
保
険
者

　

日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
人

●
第
1
号
被
保
険
者

　

自
営
業
や
農
業
、
漁
業
な
ど
に

従
事
し
て
い
て
保
険
料
を
自
分
で

納
め
る
人

●
第
2
号
被
保
険
者

　

会
社
な
ど
に
勤
め
、
厚
生
年
金

保
険
や
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い

る
人
（
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
が

国
民
年
金
に
か
か
る
費
用
を
負
担

し
て
い
る
）

●
第
3
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者

国
民
年
金
保
険
料
の

　
　
　

学
生
納
付
特
例
制
度

　

20
歳
以
上
の
学
生
に
は
、
在
学

期
間
中
の
保
険
料
の
納
付
を
猶
予

す
る
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
対
象
校
に
含

ま
れ
る
大
学
・
短
期
大
学
・
専
修

学
校
・
各
種
学
校
な
ど
に
在
学
す

る
20
歳
以
上
の
学
生
な
ど
で
、
本

人
の
前
年
の
所
得
が
68
万
円
以
下

の
人
が
対
象
で
す
。

　

承
認
期
間
は
、
4
月
（
ま
た
は

申
請
月
の
前
月
）
か
ら
翌
年
3
月

ま
で
で
、申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

○
町
民
課
年
金
係

　
　
　
　
　
　

☎
72

－

２
５
０
１

○
能
都
総
合
サ
ー
ビ
ス
課

　
　
　
　
　
　

☎
62

－

８
５
０
０

○
柳
田
総
合
サ
ー
ビ
ス
課

　
　
　
　
　
　

☎
76

－

８
３
０
０

110 番通報は、すべて金沢市の県警察本部通信司令室につながります。
☆事件事故を見たり聞いたりした時は、ためらわず素早い 110 番通報をお願いします。
☆届出が早ければ早いほど、犯人検挙につながります。できるだけ早く通報してください。
☆急がない用件は、警察署や駐在所に連絡してください。

110 番に電話すると警察官が次のことを聞きます。
「何がありましたか？」･･･交通事故、泥棒、けんかなど
「いつですか？」「どこですか？」･･･発生時間、場所、近くの目標物など
「犯人は？」･･･人数、特徴、逃げた方向、車のナンバーなど
「あなたの住所、氏名は？」･･･電話番号、事件、事故との関係など

携帯電話から 110 番する場合は･･
○住所、番地または目標物を確認しましょう。
○場所を移動しながらの通話は、声が聞き取りにくくなったり、途切れたりします。
　立ち止まって通報しましょう。
○車で走行している場合は、必ず止まってから通報しましょう。

毎月 10 日は各地区の防犯委員が地域の安全を守るため、防犯パトロール
をしています！
みんなができることから安全対策をしましょう！

第３回石川県消防団活動発表会が 11 月 27 日に津幡町文化会館
「シグナス」で開催され、能登町消防団代表として参加した柳

田分団の藤村真行団員が「優秀賞」を受賞しました。この発表会には、
県内から 12 消防団の代表が参加し、日ごろの活動課題について発
表しました。藤村団員は「自分にできること」というテーマで、消
防団活動をとおして過疎や少子高齢化が進む町の現状をふまえ「ひ
とりの人間として町を愛し、奉仕の心を忘れないこと。たくさんの
一人暮らし老人のために活動するなど、一つ一つ自分にできること
から始めていきたい」と発表しました。
　受賞について藤村団員は「緊張しましたが、受賞できて嬉しいで
す。これからも地域住民のために消防団活動に励みたいと思います」
と話していました。
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３～４カ月児健診・BCG予防接種
〈日　時〉　1 月 19 日㈭ 13:10 ～ 13:30 受付
〈場　所〉　能都庁舎１階和室
〈対象児〉　平成 17 年 9月 1日～ 9月 20 日生まれ
〈持ち物〉　母子健康手帳、健診おたずね票、
　　　　　バスタオル、ＢＣＧ予診票、おむつなど

　　

■診療のお知らせ
　  1 月から「呼吸器内科」の診療日が変更になりま
　 した。
　  〈診療時間〉
　　毎週木曜日　8:30 ～ 11:30　大谷先生
　　毎週金曜日　9:00 ～ 12:00　高橋先生
　お気軽にお越しください。

■小児科専門外来　
　〈循 環 器〉 10 日（火）午後 2時～ 4時　
　〈小児神経〉 24 日（火）午後 2時～ 4時
■休診のお知らせ
　 土曜日・日曜日・祝祭日
　 年末年始　12 月 29 日（木）～ 1月 3日（火）まで
     ※救急の場合は、いつでも受付けています。

手洗い・うがいが基本です！
インフルエンザは予防が大切

６～７カ月児健診・離乳食教室
〈日　時〉　1 月 12 日㈭ 13:10 ～ 13:30 受付
〈場　所〉　能都庁舎 1階和室
〈対象児〉　平成 17 年 6月～ 8月生まれ
〈持ち物〉　母子健康手帳、健診おたずね票、
　　　　　大人用エプロン、離乳食用スプーン、
　　　　　バスタオル、おむつなど

健康福祉課
☎ 72-2503

宇出津総合病院だより（☎ 62-1311）

新
刊

案
内
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中
央
図
書
館
（
宇
出
津
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
　
　

   

☎
62

－

３
４
５
８

【
こ
ど
も
み
ら
い
セ
ン
タ
ー
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
62

－

１
５
０
３

６
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜

　
　

支
援
ル
ー
ム　

お
話
・
か
る
た
遊
び

７
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

　
　

新
春
か
る
た
大
会
（
小
学
生
以
上
）

13
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜

　
　

子
育
て
教
室
・
マ
マ
ク
ッ
キ
ン
グ

20
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜

　
　

支
援
ル
ー
ム　

お
話
・
か
る
た
遊
び

21
日
㈯
午
後
13
時
30
分
〜

　
　

オ
セ
ロ
大
会
（
小
学
生
以
上
）

24
日
㈫
午
前
10
時
30
分
〜

　
　

支
援
ル
ー
ム　

身
体
測
定

28
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

　
　

節
分
の
集
い

☆
1
日
（
日
）
か
ら
4
日
（
水
）
ま
で
は

休
館
し
ま
す
。

【
ま
つ
な
み
キ
ッ
ズ
セ
ン
タ
ー
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
72

－

０
２
６
９

11
日
㈬
午
後
２
時
30
分
〜

　
　

新
春
ミ
ニ
お
茶
会

14
日
㈯
午
後
２
時
〜

　
　

あ
っ
ぷ
る
た
い
む

18
日
㈬
午
後
３
時
〜

　
　

あ
っ
ぷ
る
く
ら
ぶ

21
日
㈯
午
前
10
時
〜

　
　

こ
ど
も
生
け
花
教
室（
池
坊
華
道
会
）

21
日
㈯
午
後
２
時
〜

　
　

読
み
聞
か
せ
「
ひ
ま
わ
り
」

28
日
㈯
午
前
10
時
〜

　
　

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
先
生
の

　
　
　
　
　

ネ
イ
チ
ャ
ー
ズ
キ
ッ
ズ

☆
12
日
・
19
日
・
26
日
（
木
）
午
前
10
時

か
ら
児
育
て
教
室
（
健
康
福
祉
課
）
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

☆
1
日
（
日
）
か
ら
3
日
（
火
）
ま
で
は

休
館
し
ま
す
。

★
今
月
の
お
す
す
め
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

●
「
完
全
図
解
・
新
し
い
介
護
」

　
　
　
　
　
　
　
　

  

大
田
仁
史
・
三
好
春
樹

　　

介
護
技
術
の
決
定
版
。
家
庭
介
護
も
こ
れ

で
安
心
！

●
「
息
子
た
ち
と
私
ー
子
供
あ
っ
て
の
親
ー
」  

　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
原
慎
太
郎

1
月
の
新
刊

・
百
人
一
首　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
岡　

信

・
火
神
（
上
・
下
）　　
　
　
　
　
　

  

竹
山　

洋

・
東
京
タ
ワ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
國
香
織

・
ピ
ュ
ア
・
ラ
ブ　
　
　
　
　
　
　

宮
内
婦
貴
子

・
あ
な
た
が
生
ま
れ
て
き
た
理
由　
　

高
橋
佳
子

・
恋
せ
ど
も
、
愛
せ
ど
も　
　
　
　
　

唯
川　

恵

・
生
協
の
白
石
さ
ん　
　
　
　
　
　
　

白
石
昌
則

・
毛
沢
東
の
真
実　
　
　
　
　
　
　
　

北
海
閑
人

・
い
の
ち
の
日
記　
　
　
　
　
　
　
　

柳
澤
桂
子

・
命
の
こ
と
ば　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
内
寂
聴

・
野
ブ
タ
。
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス　
　
　

白
岩　

玄

・
病
気
に
な
ら
な
い
生
き
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★
お
は
な
し
会　

　

1
月
14
日
㈯
午
後
２
時
30
分
〜

　

1
月
18
日
㈬
午
後
２
時
30
分
〜

★
お
話
会
学
習
会

　

1
月
15
日
㈰
午
後
1
時
30
分
〜

　

1
月
18
日
㈬
午
後
7
時
30
分
〜

★
読
書
会

　

1
月
18
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

★
開
館
時
間

　

水
〜
日
曜
日　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

★
休
館
日　

月
曜
日
、
火
曜
日
、
月
末
（
図
書

　

整
理
日
）、
祝
日

※
年
齢
に
あ
っ
た
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
図
書
館
ま
で

　インフルエンザは、毎年 12 月から 4月ごろに流行を繰り返し、国民の健
康に対して大きな影響を与えているわが国最大の感染症です。また、新型イ
ンフルエンザの発生に備えて、従来のインフルエンザへの感染を予防するこ
とが極めて大切です。

  インフルエンザ予防法
  　　

▲

外出後は手洗い、うがいをしましょう
  　　

▲

栄養と休養を十分にとりましょう
  　　

▲

流行時はできるだけ人ごみは避けましょう

　予防には、流行前にインフルエンザワクチンを

接種することも大変有効です。インフルエンザの

症状は、38 度以上の発熱、頭痛、関節痛、筋肉

痛など全身症状が強く、あわせてのどの痛み、鼻

汁なども見られます。風邪の症状に似ていますが、

全く別の病気です。

　インフルエンザは重症化することもあり、一度

流行が始まると短期間に膨大な数の人を巻き込み

ます。もし、インフルエンザのような症状が出て、

医療機関へ受診する場合は、ほかの患者さんへの

感染拡大を防止するために、必ずマスクを着用し

ましょう。
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ch10能登町有線テレビ　平成 18年1月の番組案内
日 曜日 番　組（タイトル・内容　）　 ◆･･･きらきらチャンネル（金・土）

■･･･とくトクたいむ（月・火）

１
2
3

日
月
火

◆お正月だよ！家族みんなで１０ｃｈ
平成 17 年に制作した番組の中から厳選してお送りします。お正月は「10ch」で家族団らん！
詳しい番組案内は下記に掲載されています。

6
７

金
土

◆やってみました！昔生活～便利な生活では見えないもの～
豊かな心を育む能登町民会議では、「昔生活」を町内の小中学生に体験してもらおうと呼びかけました。
その結果は？現代の便利な生活をちょっと振り返ってみて、考えてみましょう。

９
10

月
火

■ニッポンＮＡＶＩ「企業を育てる街・人・環境」
もっと創業・ベンチャーが生まれる世界を目指して。今、期待されているのは起業家がたくさん生まれ、
育っていく環境づくりです。その環境づくりに迫ります。

13
14

金
土

◆ わが町の祭り～秋祭り編～
「祭りの国・奥能登」わが町でも四季を通じてたくさんの祭りが行われました。
今回は、収穫祭が多く行われる秋の祭りを集めました。

16
17

月
火

■野村の自由学校「夢の架け橋」
数々のヒット曲で昭和の歌謡史に一時代を築き、今年芸能生活 45周年を迎えた歌手の橋幸夫さんに長
い芸能生活のさまざまなお話を伺います。

20
21

金
土

◆健康がいちばん
寒く体調の崩しやすいこの時期。
こんな時期だからこそ食べたい、体にやさしい料理をたっぷりと紹介します。

23
24

月
火

■ 匠の息吹を伝える「自動測定ラインに込められた技と経験」
決してミスのあってはならない自動測定ラインの業務。この業務には技術者が 40 年以上にわたって培
い、発展させてきた経験や技が詰め込まれています。企業の中でどのように進化・発展していくのか
を追います。

27
28

金
土

◆ワンちゃんといっしょ！～２００６戌年企画～
今年の干支「戌」にちなみ、「犬」が主役の「犬番組」を制作します。
これを見ればあなたも犬と仲良く付き合える？！

30
31

月
火

■ ＴＨＥ　ＭＡＫＩＮＧ「絹糸が出来るまで」
今回のテーマは「絹糸」。絹糸は、蚕（カイコ）が作る「まゆ」をほぐして作られる天然繊維です。
どのような技術で糸を取っていくのでしょうか ?
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2005年を象徴する漢字は「愛」
だったが、自分にとっての 2005
年を象徴する言葉は「出会い

4 4

」
だった。昨年は、広報作りを通
してたくさんの人に出会うこと
ができた。すばらしい人と出会
い、たくさんの励ましをいただ
いた。そして、いろいろなこと
を教えていただいた。大切にし
たい出会いがたくさんあったこ
とに感謝したい。
2006年の目標は、「いい広報」を
作ること。町にとって、住民の
皆さんにとって、そして自分に
とって「いい広報」を作ってい
きたい。自分が思う「いい広報」
は、読んでもらえる、心に残る、
行動を起こしてもらう、そして
能登町を好きになってもらう広
報。そんな広報に一歩でも近づ
くために、考えなければいけな
いこと、やらなければいけない
ことがたくさんある。
　今年は、自分がどこまででき
るのかを試したい。

広報担当になって 2 度目の新年
号の編集作業。町内のあちこち
で 2006 年の目標をスケッチブ
ックに書いてもらうという突撃
取材を行った。その人それぞれ
の人柄が表れていて、とても楽
しい取材だった。「わたしだった
らなんて書くだろう？」と思い
ながらシャッターを切っていた。
「物事を考えるにしても、何かを
作り出すにしても、まずは健康
な身体がなければ何もできない」
というわけで、わたしの今年の
目標は「健康第一！」というこ
とにします。みなさんも今年1年、
元気に過ごせますように・・。

人口動態　平成 17年 12 月 1日現在

男

女

世帯数（戸）

人口（人） 23,418

11,033

12,385

8,168

（－ 30）

（－ 13）

（－ 17）

（－ 03）

こ せ き

の ま ど

11/16 ～ 12/15

先月との比較

※個人情報保護のため、本人またはご家族の希望があったものを掲載しています
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　　　　　平成 18年新春特別企画
1日（日） ２日（火） ３日（水）

  6:35 ぐるっと能登町（能都地区編） ぐるっと能登町（柳田地区編） ぐるっと能登町（内浦地区編）   6:35

  9:00 能登町太鼓フェスティバル①
ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ（舞踊・よさこい）、彌榮太鼓保存会、
神野創神太鼓、縄文女組太鼓、内浦豊年太鼓、

太鼓集団壱龍、和太鼓夢雅

華やか！文化の祭典①
琴名流 のときりしま会・柳田百合根の会
勘美穂会、扇珠会、ｶﾌﾗ･ｵ･ﾊﾜｲ･ﾌｲｱｵｶﾌﾗ
昭実会能登教室、秋吉ママレモンズ

真夏を彩る祭典
～ 2005 ござれ祭りより～
吹奏楽演奏と伝統芸能ライブ

  9:00

11:00 能登町太鼓フェスティバル②
大場潟乃太鼓、ｱﾄﾗｸｼｮﾝ（よさこい）、唐獅子太鼓、

和太鼓鼓友、御神事国重太鼓、
柳田キリコ太鼓保存会

華やか！文化の祭典②
琴生流大正琴、藤友会、珠山会陽恵津社中、
珠山会、美すず民謡会、鵜川エトワール

躍動！よさこい踊り
～ 2005 ござれ祭りより～

11:00

13:00 気軽な音の散歩道
プロムナードコンサート①②

華やか！文化の祭典③
琴城流 柳田教室・小木教室・宇出津教室
治友会、治寿々会、杉山民謡会、しおさい

・徹底検証 これが悪質商法だ！
・徹底検証 これが振り込め詐欺だ！

13:00

15:00
・わが町の祭り　春編
・わが町の祭り　夏編

華やか！文化の祭典④
珠山会陽恵津社中、珠山会、松遊会、
宇出津吟詠会、北陸紫虹会、藤白会、

藤声会宇出津教室

・能登のまいごっつぉ
・能登町周遊花めぐり

・まんてん仮面りた～んず

15:00

17:00 能登町太鼓フェスティバル①
ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ（舞踊・よさこい）、彌榮太鼓保存会、
神野創神太鼓、縄文女組太鼓、内浦豊年太鼓、

太鼓集団壱龍、和太鼓夢雅

華やか！文化の祭典①
琴名流 のときりしま会・柳田百合根の会
勘美穂会、扇珠会、ｶﾌﾗ･ｵ･ﾊﾜｲ･ﾌｲｱｵｶﾌﾗ
昭実会能登教室、秋吉ママレモンズ

真夏を彩る祭典
～ 2005 ござれ祭りより～
吹奏楽演奏と伝統芸能ライブ

17:00

19:00 能登町太鼓フェスティバル②
大場潟乃太鼓、ｱﾄﾗｸｼｮﾝ（よさこい）、唐獅子太鼓、

和太鼓鼓友、御神事国重太鼓、
柳田キリコ太鼓保存会

華やか！文化の祭典②
琴生流大正琴、藤友会、珠山会陽恵津社中、
珠山会、美すず民謡会、鵜川エトワール

躍動！よさこい踊り
～ 2005 ござれ祭りより～

19:00

21:00 気軽な音の散歩道
プロムナードコンサート①②

華やか！文化の祭典③
琴城流 柳田教室・小木教室・宇出津教室
治友会、治寿々会、杉山民謡会、しおさい

・徹底検証 これが悪質商法だ！
・徹底検証 これが振り込め詐欺だ！

21:00

23:00
・わが町の祭り　春編
・わが町の祭り　夏編

華やか！文化の祭典④
珠山会陽恵津社中、珠山会、松遊会、
宇出津吟詠会、北陸紫虹会、藤白会、

藤声会宇出津教室

・能登のまいごっつぉ
・能登町周遊花めぐり

・まんてん仮面りた～んず

23:00

必見！

ｵｽｽﾒ！ｷﾘｺ！


	広報のと１月号
	P1・24　表紙裏表紙
	P2-3 年頭のごあいさつ
	P4-5 あなたの目標は・議会報告
	P6-7 アエノコト
	P8 総合計画・未来を語る会
	P9 いいとこめぐり（みらいセンター）
	P10-11 まちの出来事
	P12-13 くらしの掲示板①
	P14-15 くらしの掲示板②
	P16 スポーツ
	P17 申告の改正点・大臣表彰
	P18-19 消防・警察・年金・入札結果
	P20 健康いんふぉめーしょん
	P21 児童館・新刊案内
	P22 有線テレビ番組案内

	P23 こせき・寄付・人口動態


